
学校番号 214 

令和 2年度 理科 

教科 理科 科目 生物基礎 
単位

数 
３単位 

年

次 
２年次 

使用教科

書 
改訂 生物基礎 （東京書籍） 

副教材等 改訂ニューステップアップ生物基礎（東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、問題解決の能力と自然を

愛する心情を育てる」小・中学校での理科の学習を終えて、人と自然について「遺

伝子」、「恒常性」、「生態系」という３つの視点を見ると、どのように見えてく

るのか？どのように生き、行動すれば人と自然を大切にし、健康な生活を送れるの

か？この２つの問題を常に意識して、学び考え続けてください。 

２ 学習の到達目標 

１ 生物の多様性を踏まえつつ，生物に共通する概念や原理・法則を理解する。 

２ 遺伝子・健康・環境など，日常生活や社会とのかかわりを考えるために必要な

科学的素養を高める。 

３ 観察，実験を通して生物や生命現象に対する畏敬の念を育む。 

４ 多様性と共通性という 2つの視点から，生物や生命現象を探求する方法や姿勢

を身につける。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 

b:思考・判断・表

現 

c:観察・実験の

技能 
d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会と

の関連を図りなが

ら生物や生物現象

の関係に関心をも

ち、意欲的に探究

しようとするとと

もに、生物の共通

性と多様性を常に

意識するなど、科

学的な見方や考え

方を身に付けてい

る。 

生物や生物現象の

中に問題を見いだ

し、探究する課程を

通して、事象を科学

的に考察し、導き出

した考えを適切に

表現している。 

生物や生物現象

に関する観察、実

験などを行い、基

本操作を習得す

るとともに、それ

らの過程や結果

を的確に記録、整

理し、自然の事

物・現象を科学的

に探究する技能

を身に付けてい

る。 

生物や生物現象

について、基本

的 な 概 念 や 原

理・原則を理解

し、知識を身に

付けている。 



評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

探究活動の記録、

発表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

探究活動の記録、発

表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワーク

シートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定に

まとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
A b c d 

１
学
期 

生
物
の
特
徴 

生物の多様性と共通

性 

〇    a:生物の多様性と共通性、遺伝現象とＤ

ＮＡに関心を持ち、意欲的に探究しよ

うとする。 

b:生物がＤＮＡという共通の分子を遺伝

子の本体としているにもかかわらず、

多様な情報を保持しているしくみ、体

細胞分裂におけるＤＮＡの複製と分配

の周期の意味を考察し、導き出した考

えを表現している。 

c:「生物と遺伝子」に関する探究活動を

行い、生物学的に探究する方法を習得

するとともに、それらの過程や結果を

的確に記録、整理している。  

d:生命活動の中でＡＴＰや酵素がどのよ

うな役割を担っているか理解し、知識

を身に付けている。多種多様なタンパ

ク質はアミノ酸の配列によって決定さ

れることを理解し、知識を身に付けて

いる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

生命活動とエネルギ

ー 

   〇 

遺
伝
糸
そ
の
は
た
ら
き 

生物と遺伝子  〇 〇  

遺伝情報の分配  〇   

遺伝情報とタンパク質

の合成 

   〇 

２
学
期 

生
物
の
体
内
環
境
の
維
持 

体内環境 〇    a:体内環境について関心をもち、意欲的

に探究しようとする。 

b:腎臓の構造と尿の生成、水分量の関係

について、図を用いて考察し、導き出

した考えを表現している。 

c:「生物の体内環境の維持」に関する探

究活動を行い、生物学的に探究する方

法を習得するとともに、それらの過程

や結果を的確に記録、整理している。 

d:ホルモンの種類や内分泌腺の例を把握

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 

体内環境を維持する

仕組み 

 〇 〇 〇 

免疫 〇   〇 



 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容

（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○

を付けている。 

し、その中枢や段階的な分泌構造のこ

と、自然免疫と適応免疫のしくみとそ

れぞれにはたらく細胞の役割を正確に

理解し、知識を身に付けている。 

３
学
期 

生
物
の
多
様
性
と
生
態
系 

植生の多様性と遷移 〇   〇 a:植生とその成り立ち、生態系のバラン

スと保全について関心をもち、意欲的

に探究しようとする。 

b:バイオームの分布とその分布に影響を

与える環境要因について考察し、導き

出した考えを表現している。 

c:生態系と物質循環について観察、実験、

資料収集などを行い、基本操作を習得

するとともに、それらの過程や結果を

的確に記録、整理している。 

d:植生遷移の過程と遷移が起こるしくみ

について正確に理解し、知識を身に付

けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

バイオームとその分布  〇   

生態系とその保全   〇  


